
 

 

令和７年９月 26日 

報道機関各位 

公立大学法人神奈川県立保健福祉大学  

 

イノベーション政策研究センターのアニュアルレポート 2024が完成しました 

 

本学イノベーション政策研究センター（ＣＩＰ）は、ヘルスイノベーション研究科をはじ

めとする本学が有する教育・研究上のリソースを駆使し、政策研究を行うとともに、その成

果を実際の社会に実装していくことを使命とするシンクタンクです。 

このたび、2024年度版年次報告書「Annual Report 2024」が完成いたしました。2024年４

月から 2025年３月までの各プロジェクトの活動報告を掲載しています。「アカデミアの力を、

社会を動かす力に」を合言葉に引き続きさらに強力に活動を進めていきます。 

 

【プロジェクト一覧】 

・未病指標プロジェクト（神奈川県協働事業） 

   神奈川県みらい未病コホート研究をデータ収集基盤として活用し、観察研究や介入実

証研究を通じて未病に関わるイノベーションの社会実装を促進します。 

 

・保健医療データ活用業務委託事業（神奈川県委託事業） 

   自治体が保有する保健医療データの抽出・加工・分析や研修を通じ、自治体における

データを活用した証拠に基づく政策立案の実現を図ります。 

 

・介入効果の高いサブグループ特定等を目的とした特定健診・特定保健指導の評価研究 

   特定健診・特定保健指導に関するデータを用いて、生活習慣や行動変容ステージ等を

考慮した解析を実施し、効果的な保健指導の実施に向けた分析を行っています。 

 

・市町村における保健医療データ活用プロジェクト 

   自治体における健康増進に関わる政策立案や事業評価のために、国民健康保険データ

の抽出・加工・分析支援や相談対応を行っています。 

 

・東京都心部における就労女性の健康に係る調査研究 

   男女ともに働きやすい環境の実現に向け、企業と連携して健康課題解決ツールを開発

し、社会に還元するとともに、現場での利活用を推進しています。 

 

・新型コロナウイルス・パンデミックの公衆衛生対策プロジェクト 

   国や自治体のパンデミック対策の改善に資するため、独自の２次データの定量的分

析、諸外国・国内自治体のガイドライン・対策の定性的な政策分析などを行います。 

 

・予防医療教育プログラムの開発と評価プロジェクト 

   生活習慣における個人の行動変容を促すため、演劇の手法を取り入れた健康教育プロ

グラムを日本の文化に合わせて改善し、普及を進めます。 

 

・ヘルスケア分野におけるイノベーションの推進施策の研究 

   イノベーション・エコシステム形成に向け、必要となる機能の探索・実装やアントレ

プレナーシップ教育プログラムの開発・普及・分析等を進めます。 

 



 

 

 

 

 

・神奈川県における健康の地域格差要因の解明 

   県民の健康行動（運動、食習慣、喫煙）や健康関連アウトカム（肥満、高血圧等）の

市町村間の差異などを検証し、健康の地域格差要因の解明を図ります。 

 

・ｅスポーツによる介護予防効果の検討 

   地域在住高齢者に対してｅスポーツに着目した介護予防プログラムを提供し、行動変

容及び身体・認知機能への効果検証を行います。 

 

・福祉の科学化に関する探索的な研究（介護現場における生産性向上に関する探求） 

   介護ロボット・介護機器の導入による生産性向上への寄与を、定量的かつ定性的に検 

証し、現場における技術導入の指針となるエビデンスを創出します。 

 

・福祉の科学化に関する探索的な研究（福祉における支援者支援のあり方に関する研究） 

   サービス提供者である支援者の負担の可視化とエンゲージメントの実態把握を図ると

ともに、その負担の軽減策の検討を行います。 

 

・地方公共団体による公立病院への財政資金投入とアウトカムに関する研究 

   公立病院の経営状況に着目し、運営・維持に要する税金等の資源投入と、得られる成

果等について解明するとともに、資源投入のあり方について考察します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先                                     

公立大学法人神奈川県立保健福祉大学 

 ヘルスイノベーションスクール担当部長 和田 

電話 044-589-3312  shi-press@kuhs.ac.jp 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 
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＜設置された測定スポット＞ 

【別紙】 

 

【注目のプロジェクト①：未病指標プロジェクト（神奈川県協働事業）】 

未病指標プロジェクトは、神奈川県と神奈川県立保健 

福祉大学が協働で実施する予防医療推進事業です。病気 

と健康の中間状態である「未病」を数値化し、効果的な 

健康施策の立案・実施を支援することを目的としていま 

す。 

2024年度は、横浜市若葉台地区で地域ＮＰＯと連携し 

「地域モニタリングスポット」を設置しました。住民が 

日常的に健康状態を把握できる環境を整備し、歩行速度 

測定装置の簡便化により高齢者でも容易に利用できる仕 

組みを実現しています。また、健康診断データに加えて 

音声分析による健康評価など、３種類の詳細な未病指標 

の実用化検討を進め、従来では把握困難な微細な健康変 

化の早期発見を可能としました。 

本事業の特徴は県・市町村・大学の三者協働体制です。 

データ分析リソースが限られる市町村に対し、大学が技 

術支援を提供し、未病指標を活用した住民健康データ分 

析結果を各自治体の保健事業に還元しています。これに 

より、科学的根拠に基づいた効率的な住民サービス提供 

が可能となり、限られた予算での効果的な健康施策立案 

を実現しています。 

 

【注目のプロジェクト②：保健医療データ活用業務委託事業（神奈川県委託事業）】 

県内33全ての市町村から、国民健康保険・後期高齢者 

医療制度に関わる医療データや特定健康診査・特定保健 

指導に関する250万人以上、１万ファイルを超える大規 

模なデータをお預かりし、本学において集計・解析を 

行っています。これらの解析を通じて、県内における医 

療費の現状や特定健診の結果などについて市町村間比較 

を実施し、市町村に提供しています。特に医療費適正化 

に向けた糖尿病重症化予防の観点から実施する分析では、 

市町村別・二次医療圏別などに分析結果レポートを作成 

しています。 

また、このようなデータを行政の現場で政策立案・政 

策評価に生かすためには、様々な知識やスキルが求めら 

れることから、保健福祉事務所や市町村の健康増進・国 

保部門担当者を対象とした研修会を開催し、データ活用 

のための基礎的なスキルから、分析結果の見える化のた 

めの手法などについて、実際にＰＣに触れて演習に参加で 

きる講義を提供しています。 


